
                                           熊本県厚生連診療所 

手洗い、うがい、

マスク着用も、

肺炎予防に有効

です。 

  

    

 
      
  

 
肺炎は、日本人の死因として、常に上位を占めております。 

2018年人口動態統計月報年計(概数)の概況より 

悪性腫瘍、心疾患、老衰、脳血管疾患に次いで5番目に多く 

年代に関係無くかかりやすい病気です。 

 

主な原因・・・風邪などで免疫力が低下し、肺にまで病原体が浸入して感染する事で 

発病し易くなります。 

肺炎の症状・・38℃以上の高熱   ・咳(激しい)、痰   ・胸が痛む(胸痛) 

・胸が苦しい(呼吸困難)   ・痰の色が黄色や緑にかわる 

 ※病原体の種類、基礎疾患、年齢によっては、上記の自覚症状が無い場合もあります。 

 

★肺炎の原因菌として最も多いものに肺炎
はいえん

球菌
きゅうきん

があります。 

★肺炎球菌に対するワクチンを接種する事で、発症を予防し、 

 重症化を防ぐことが期待されていますが、毎年接種する必要は無く、 

再接種には、5年以上の間隔を開ける必要があります。 

★厚生連診療所では、熊本市内在住の方で65歳以上の高齢者には政府の助成による 

予防接種を実施しております。 

詳しくは、厚生連診療所までお尋ね下さい。 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点はお気軽にお問合せください。 

※お薬手帳をご持参下さい。 

 

＜問い合わせ先＞熊本県厚生連診療所  

TEL：（096）328-1055 内線：2800 

 


